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国際フロンティア産業メッセ2016 
次世代を創生する技術の結集 

 
主催：国際産業フロンティアメッセ2016実行委員会 

（兵庫県、神戸市、NIRO等） 
 

甲南大学出展報告 
2016.9.8-9 

神戸国際展示場1・２号館 

2016.10 

ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究推進機構 
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１. 概要 

今回の展示内容と目的： 

１）フロンティアサイエンス学部の研究活動の紹介として、 

      全研究室の研究内容（ナノ、バイオ、ナノバイオ）を紹介し、共同研究等産官学 

      連携につなげる 

      代表: 中野修一教授 

 

２）知能情報学部山中仁寛准教授の 

      研究テーマ  「ヒトの余裕度を推定する」 

     （視認行動から様々な作業難易度を計測することを特徴とする技術） 

      を紹介し、共同研究等産官学連携につなげること 

 

３）展示ブースでは、フロンティアサイエンス学部、知能情報学部の研究活動PRと共に 

      理工学部を含む理系全体、また全学のPRも積極的に実施する。 

 

４）研究内容のアピールの対象は主に企業。展示ポスター内容と共に甲南大学の研究力 

      をPRする。 

 



２.展示ブース 

展示ブースの会場内での位置と、その小間のサイズ
を以下に示す。 
小間はＣタイプのものを横に２つ連結し、中間の壁
が取り払われている。
（4,000W×1,500D×2,700H）   

神戸国際展示場２号館１階   

甲南大学 
ブース  

側壁に、知能情報学部、 
フロンティアサイエンス学部

紹介情報を貼付 
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展示ポスター ： フロンティアサイエンス学部の 

     研究活動の紹介 

中野 修一 教授  

３.展示内容(1) 
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３.展示内容(2) 

展示ポスター ： 知能情報学部 准教授 山中 仁寛 
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4.交流状況 

■来訪者の数は前年と比べて増加しており、甲南大学の研究活動について
広く知っていただくことが出来ました。高校生、高等専門学校の生徒さんにも
ＰＲすることが出来ました。 

分 類 産業界 
官庁 
自治体 

学校 
研究所 

その他 合計 備考 

名刺交換なし 7 4 2 6 19 

OB 7名： 
 「その他」に 

含む 
  

名刺交換有り 40 8 6 16 70 

 合計 47 12 8 22 89 

■フロンティアサイエンス学部（中野教授）、知能情報学部山中准教授 

  の研究内容を多くの来訪者に周知することができた。 

■甲南大学の研究力全般についても広く紹介することができた。 

■兵庫県内の多くの高校生に甲南大学をＰＲすることができた。 


